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境

忠

一
著

『
評
伝
宮
澤
賢
治
』海

老

井

英

次

「後
記
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
四
年
頃
以
来
と
い

う
、
著
者
の
賢
治
に
対
す
る
愛
着
の
結
晶
と
い
え
る
好
著
で
あ
る
。

「わ
が
国
に
は
稀
な
幻
想
家
=
存
在
論
者
と
し
て
の
賢
治
」
の
人
と
文

学
を
、

二

介
の

「農
村
イ
ン
テ
リ
」
と
、
か
り
に

「民
俗
の
伝
統
」
と

で
も
名
づ
け
る
風
土
と
の
結
び
つ
き
に
、
賢
治
と
い
う

「特
異
な
意
識
」

を
設
定
す
る
こ
と
で
」
把
え
る
こ
と
に
本
書
の
目
的
が
お
か
れ
て
い
る
。

序
章

宮
澤
賢
治
観
の
変
遷

に
お
い
て
、
草
野
心
平
に
は
じ
ま
り
、

高
村
光
太
郎

・
中
島
健
蔵

・
谷
川
徹
三

・
国
分

一
太
郎

・
佐
藤
勝
治

・
中

村
稔
な
ど
に
よ
る
賢
治
観
の
変
遷
を
、
各
々
の
時
代
的
色
彩
を
明
ら
か
に

し
つ
つ
概
括
し
た
上
で
、
「文
学
が
、宗
教
で
あ
り
思
想
で
あ
る
と
い
う
過

重
な
役
割
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
近
代
日
本
の

「文
学
的
存

在
」
と
し
て
賢
治
を
把
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
基
本
的
姿
勢
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
近
代
文
学
の
流
れ
か
ら
孤
立
し
た
姿
で
、
賢
者

・
天
才
の
魅
力

と
し
て
評
価
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
賢
治
の
文
学
を
、「封
建
制
と
後
進
資
本
主

義
の
癒
着
の
上
に
生
れ
」
、
し
か
も

「農
村
の
後
進
性
と
密
接
に
結
び
つ

い
て

い
る

」
ゆ

え

に
、
近

代
文

学

の

「
範

型

と
し

て

の
可
能
性

」
を
有

す

る
も

の
と

し

て
把

え
な
お

そ

う
と
す

る
著
者

は

、

「
農
村

イ

ン
テ
リ
」
「
民

俗

の
伝
統
し

「
特

異
な
意

識
」

の
三

つ
の
照
明

に
よ

っ
て
、
賢

治
文

学

の

全

体
像

を
浮

か

び
あ

が
ら

せ

よ
う
と

さ
れ

る
。

こ
こ
で
目
次

を

紹
介

す

る
と
次

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

序
章
・
宮
澤
賢
治
観
の
変
遷

第

}
章

家
ー
出
生
よ
り
盛
岡
中
学
卒
業
ま
で
=

一
出
生
と
家
業

二
家
系

三
岩
手
県
花
巻

四
幼
年
伝
説

五

盛
岡
中
学
校

第
二
章

信
仰
=
盛
周
中
学
卒
業
後
よ
り
上
京
ま
で
1

一
煩
悶
と
入
信

二
盛
岡
高
等
農
林
学
校

三
土
性
調
査
と
国
柱

会
入
会

四
上
京

第
三
章

心
象
-
直
観
像
学
説
と
幻
視
の
文
学
1

一
「心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
名
称

二
心
象
の
意
義

三
直
観
像
学

説
と
賢
治
の
心
象

・
幻
覚

四
幻
覚
と
直
観
像

第
四
章

詩
歌
ー

「春
と
修
羅
」
第

一
集
を
め
ぐ
っ
て
ー

一
「春
と
修
羅
」
第

一
集
の
構
成
と
詩
法

二

「冬
の
ス
ケ
ッ
チ

」
の
成
立

三

「春
と
修
羅
」

四

「真
空
溶
媒
」
よ
り

「東
岩

手
山
」
ま
で

五

「無
声
働
斐
」

「青
森
挽
歌
」

六

「風
景
と

オ
ル
ゴ
ー
ル
」

「序
」

七

「春
と
修
羅
」
の
出
版

第
五
章

童
話
ー
作
風
の
変
遷
と
系
列
ー

一
序

二
初
期
の
散
文

三
上
京
前
の
童
話

四
上
京
中
、
あ
る

い
は
年
代
不
明
の
童
話

五

「注
文
の
多

い
料
理
店
」
と
イ
ー
ハ

一鞠



ト
ヴ
童
話

六
後
期
の
童
話
へ
の
系
列

第
六
章

教
師
1
稗
貫
"
花
巻
農
学
校
時
代
-

一
稗
貫
11
花
巻
農
学
校

ニ
ト
シ
の
死

三

「注
文
の
多
い
料
理

店
」
の
出
版

四
国
民
高
等
学
校

第
七
章

農
民
-
羅
須
地
人
協
会
時
代
-

一
依
願
退
職

二
羅
須
地
人
協
会

三

「農
民
芸
術
概
論
綱
要
」

四
稲
作
指
導
と
肥
料
設
計

第
八
章

愛
-
禁
欲
を
め
ぐ
っ
て
=

一
愛
と
自
然

二
禁
欲
と
女
性
観

三
二
人
の
女
性

第
九
章

晩
年
-
病
床
時
代
よ
り
終
焉
ま
で
ー

一
病
床
時
代

二
東
北
砕
石
工
場
技
師

三
遺
書
と
手
帖

四
終

焉
ま
で

第
十
章

思
潮

宮
澤
賢
治
の
自
然
交
感

一
自
然
詩
人
と
し
て
の
賢
治

二
観
照

的
自
然
観
の
否
定

三
短
歌
に
お
け
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
傾
向

四
自
然
交
感
の
発
展

宮
澤
賢
治

へ
の
近
代
詩
の
投
影

一
序

二
石
川
啄
木

二

握
の

砂
」
と

「賢
治
歌
集
」

三
北
原
白
秋
と

「春
と
修
羅
」

四

山
村
暮
鳥

「聖
三
稜
班
璃
」
と

「冬
の
ス
ケ
ッ
チ
」

五
萩
原

朔
太
郎

「月
に
吠
え
る
」
と

「春
と
修
羅
」

六
結
び

各
章

に
わ

た

っ
て
逐
次

そ

の
内

容
を

紹
介

す

る

こ
と

は
、
紙

数

の
関

係

上

不

可
能

な

の
で
、

煩
珀

に
す
ぎ

る

程
詳
し

く
紹
介

し

た
目
次

に
よ

っ
て

本

書

の
姿
を

ご
想

像

い
た
だ

く
と

し

て
、
本
書

の
大

要

と
、

二
、

三

の
点

に

つ
い
て
の
よ
り

詳
し

い
言

及

に
よ

っ
て
、

紹
介

の
責

を
果

さ
せ

て

い
た

だ

こ
う
と
思

う
。

第

一
章

か
ら
第
九

章
ま

で

、
各

章

に
わ

た

っ
て
、
宮

沢
清
六

他

に

よ
る

論

述

や
聞
書

を
援

用
し

て
貿

治

の
伝

記
を
構

成

し
、
作

品
か

ら

の
引

用

に

よ

っ
て
賢
治

の
人

と
文

学
と

の
関

連
を
考

察

し

て

い
る
。
賢

治

に
と
か

く

つ
き
ま

と

い
が
ち

な
伝

説
を

「
特

異

な
意
識

」

の
面
か

ら
解

明
す

る
と

と

も

に
、
質
商

の
長

男
と

い
う
出

自

に
よ
る
賢

治

の
社

会
的

劣
等

意

識
を

、

「
妙
法

蓮
華

経
」

へ
の
帰
依

と

「
農
村

イ

ン
テ
リ
」

の
交

叉

に
よ

っ
て
把

え
、

さ
ら

に

「
土

神

」

「
デ
ク

ノ
ボ

ー
」
な

ど
東

北
的

風
土

の
擬

人
化
表

現

に
片

鱗
を

示
す

「
民

族

の
伝

統

」

の
考

察

を
加
味

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

賢
治

の
人
と

文
学

が
全

体
像

と
し

て
造

型
さ

れ

よ
う
と

し

て

い
る

。
勿
論

、

著
者

は
上
記

の
三
要
素

を
単

純

に
分
化

し

て
適

用
し

て

い
る
わ
け
で

は
な

く
、

そ
れ
ら

の
錯

綜

し
た
地

点

に
、
賢

治
文

学

の
魅
力

、
近

代
文
学

史
上

に
お
け

る

そ

の
孤

高
性

を

み
、
同
時

に
賢
治

を
文
学

史

上

に
組
入

れ

る
困

難

な
試

み
が

企

図
さ

れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

賢
治

文
学

解

明

の
要

路
で

あ

る

「
心
象

ス
ケ

ッ
チ
」

の
語

に
肉

迫
し

た

第

三
章

に
お

い
て
、
著

者

は
賢
治

の
用

例

に
お
け

る

四

つ
の
特

徴

(視
覚

的

実
在

感

が
強

い

こ
と

・
視

覚
的

意
味

に
用

い
ら

れ

る

こ
と

・
明
滅

す

る

イ

メ
ー
ジ

・
気

圏
意

識

)
を

ま
と

め
た

上
で

、

エ
ー

ル
リ

ッ
ヒ

・
イ

エ
ン

シ

ュ
な
ど

の
直
観

像
学

説
を

応

用
し

て
、
「中

間
帯

現
象
　

直

観

像
や
幻

覚
、
共

感
覚

を
含

め

た
未
分

化

な
意
識

の
現
象
を

あ
ら

わ
す

た
め

に
、
賢

治

は

「
心
象

」
と

い
う

こ
と

ば
を

使

っ
て
い
る

よ
う

に
思

え
る
」

と
結
論

し

て

い
る

。
賢
治

の
詩

語

「
鳥

の
紐

」
な
ど

の
難

解

さ
が

、

こ
の

「
中

間

帯
現
象

(色

聴

)
」

の
応
用

に
よ

っ
て
解
決

さ
れ

る
と

と
も

に
、
「特

異

な

意

識

」
と

「
心
象

ス
ケ

ッ
チ
」

の
関
連

の
解

明
が

示
唆

さ
れ

て
い
る
と

い

え
よ

う
。
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第

四
章

で

は

、
詩

集

「
春

と
修

羅

」

の
成

立
、

「
心
象

ス
ケ

ッ
チ
」
と

い

う
独

自

な
詩

法

の
確

立
を

、

「
冬

の

ス
ケ

ッ
チ
」
や

、
さ

ら

に
先
行

す

る
短

歌

に
お

け
る

「
素

朴

実
在

論

的

な
発

想
」

の
方

法

化
と

し

て
把

え

、

「
土

着

的

、

現
実
的

、
個

人
的

で

あ

る

こ
と
が

、
同

時

に
超

自
然
的

、
普

遍
的

な
　

賢

治

の
こ
と
ば

で

い
え
ば

「
四
次

元

」
的

な

(
こ
の

「
心

象

ス
ケ

ッ
チ
」
と

い
う

)
表

現
法

は

、

「歌

集

」

「
冬

の

ス
ケ

ッ
チ

」
を
経

て
、
詩

形
式

を
持

っ
た

」
と
論

証
さ

れ

て

い
る
。

第

五
章

。

「
文

学

の
密

林

」
と

も
称

さ

れ

る
賢
治

童

話
を
、

作
風

の
変

遷
を

た
ど

る

こ
と

に
よ

っ
て
系
統

だ

て
る

と

い
う
困

難

な
試
行

が
展

開
さ

れ

、
章
末

に

「
宮

澤

賢
治

散
文

作

品
系

譜

」
と

し

て
結
実

さ
れ

て

い
る
。

第

十
章

は

二
論

文

に
よ

っ
て
構
成

さ

れ

、
東
北

の

一
隅
花

巻

に
そ

の
生

▼
受
贈
雑
誌

昭

和
4
3年

1
月

～
6
月

(
そ

の
三
)

甲
南
大
学
文
学
会
論
集
35

愛
文

(愛
媛
大
学
)
6

高
知
女
子
大
学
紀
要
16

日
本
文
学
研
究

(高
知

・
同
会
)
6

国
語
の
研
究

(大
分
大
学
)
3

国
文
学
研
究

(梅
光
女
学
院
)
3

文
芸
と
思
想

(福
岡
女
子
大
学
)
訂

九
州
文
化
史
跡
研
究
所
紀
要
13

文
学
論
輯
15

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
3

佐
賀
竜
谷
学
会
紀
要
14

佐
賀
大
学
文
学
論
集
8

活

空
間

を

ほ
と

ん
ど

限
定

し

た
も

の
と
し

て
把

え
ら

れ
が

ち
だ

っ
た

賢
治

と
、
東

京

の
文

壇

の
動

き
を

追

う

こ
と
で
自

足

し

て

い
た

こ
れ

ま
で

の
文

学

史

と
、

こ
の
並
列

的

な

二
者
を
有

機

的

に
結

合
す

る

こ
と
、

す
な

わ
ち

近
代

詩
史

上

に
賢
治

を
定

着

さ

せ
る

一
つ
の
試

み
と

し

て

の
意
味

を
も

つ

て
い
る

。

な
お

、
巻
末

に

「
付
録

」

と

し

て
、
新

発
見

短
歌

二
十

九
首

を
は

じ
め

と

し

て
、

「岩

手

県
稗

貫
郡

地
質

及
土

性
調

査

報
告
書

第

一
章

」

の
転

載

な
ど

三
十

ペ
ー
ジ

に
わ

た

る
資
料

紹
介

と

、

「
宮
澤
賢

治
所

蔵

図
書
目

録

」

五

ペ
ー
ジ

、

「参

考

文
献

」
四

ペ
ー

ジ
が
付

加

さ
れ

て
お

り
、
親

切
な

編

集

に
な

っ
て

い
る

。

(
昭
和

四
十

三
年

四
月

桜

楓
社

刊
。

四
七

一
ペ
ー
ジ

一
八
〇

〇
円

)

佐
賀
大

学

人
文
紀
要

3

国
語
国

文
学

研
究

(熊
本

大
学

)
3

鹿

児
島
大

学
文
科

報
告

3

薩

摩
路

(
鹿
児
島
大

学

)
12

国

語
研
究

(国
漢

筑
豊

)
10

研
究
論

叢

(筑
紫
古

文

研
究
所

)

1

能
楽

思
潮

姐

～
46

朝
鮮
学

術

通
報

4
巻

4
～

5
巻

2

文
献

ジ

ャ
ー

ナ

ル
7
巻

1

～
5

肇

国
窺

ー
糊

白
路
　

巻

11

～
23
巻

6

日
米

フ
ォ
ー

ラ
ム
11

～
6
月

八

雲

12

～

4
月

コ

ロ
ニ
ア
文
学

4

・
5

美

夫
君
志

11

華

10

城

36
オ

ル
ペ

ウ

ス
ー

1
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